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ブロードステージA型（柱芯納まり・柱建て式・屋根置き式）

■構造説明図

MAG-880D　ZJ79　2006年5月1日発行

取付け説明書

■取付けされる方へのお願い

…取付けを誤った場合に、使用者などが死亡又は重傷を負う危険が想定されます。
　冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定されます。
　冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

※製品落下および転落のおそれがあ
りますので、下記事項をお守りく
ださい。

●躯体への固定
・タッピンねじの下穴には、指定よ
り太いドリルを使用しないでくだ
さい。

・独立で取付けず、必ず躯体に取付
けてください。

・外壁仕上がり後に先付けブラケッ
トを取付けないでください。

●部材の固定
・必ず指定の組立てねじ・ボルトで
固定してください。

●施工前の確認
・バルコニーの奥行きについては、
主柱位置が軒げたより先に出てい
ないことを確認してください。（屋
根置き式の場合）

・妻ばり・妻笠木は戸袋に固定せず、
必ず戸袋逃げ柱に固定してください。

・床面・格子に、足がかりになるも
のを設置しないでください。

※製品倒壊のおそれがありますので、下記事項をお守りください。
●基礎／柱建て納まりの場合
・コンクリート・モルタルには急結剤は絶対に使用しないでください。アルミが腐食す
るおそれがあります。
・地盤の緩いところでは、柱の埋込み深さ・フーチングの大きさを考慮してください。
※地下埋設物（給排水管など）に影響を与えないでください。
・海砂は水洗いしたものを使用してください。アルミが腐食するおそれがあります。
・寒冷地では柱の埋込み深さを考慮してください。凍上により浮上するおそれがあります。
・柱内の水抜きができるよう、柱基礎には必ずぐり石を敷き、柱と基礎の付け根に水抜き
穴（φ10）をあけてください。

・養生期間は十分（4日～1週間以上）とり、その間重いものをのせたり振動を与えたり
しないよう指示してください。
※水漏れのおそれがありますので、下記事項をお守りください。
●シーリング処理
・指定の個所（特に接続部）にコーキング材を充てんしてください。
・外壁の上から部材を取付ける場合は、コーキング材を下穴に充てんしてからねじ止め
してください。
・本体取付け前に、先付けブラケットの周囲にコーキング材が充てんしてあることを確
認してください。
※シーリング処理の詳細については、先付けブラケット取付け説明書をご覧ください。
※製品腐食のおそれがありますので、下記事項をお守りください。
●絶縁処理
・亜鉛・ステンレス以外の金属とアルミ形材が接触する場合は、絶縁処理をしてください。

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

■取付け上のお願い

●水平・垂直は、水準器などで正確に出してください。
●面材・特殊納まりの取付け説明書は、右記梱包に入っています。

警　告! 注　意!

■内はT、G、K
●内はB、W、T、G、K

アクリル・ヒシクロス・ 
トラス・パンチング（内付け）

側面パネルセット
（アクリル・パンチングパネルセット）

側面パネルセット（間柱隠しパンチング）

側面パネルセット（サイディング枠）

片袖用妻ばり部品セット

出隅用部品セット

入隅用部品セット

柱セット（デザイン柱）

WXC■741～748

WXC●331～338

WXC●055、065

WXC●013

WXC●033

WXC●044

商品コード梱包名称種　　類

間柱隠しパンチング

サイディングパネル

片袖タイプ

出隅タイプ

入隅タイプ

デザイン柱

WXC●721～728、731～738、
　　　　771～778、781～788

警  告!

注  意!

※　　　内は、ロットNo.表示位置を示します。●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

前手すり

壁付け柱

前笠木

ブラケット

根太掛け

手すりアーム

丸皿タッピンねじ（3種）φ5×14

六角タッピンねじ（1種）φ6×70

妻手すり

間柱

端部用根太

根太

桁受け金具

妻笠木

壁付け柱アタッチメント

後付け用はり

後付け用はり
固定金具

妻手すりキャップ

妻笠木キャップ

妻ばり

六角ボルト（セムス）M8×16

妻笠木固定金具

トラスタッピンねじ（3種）φ5×12

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

前桁

桁コーナー金具

六角ボルト（セムス）M8×16

桁取付け金具（柱芯用）

妻ばりキャップ

間柱取付け金具

手すりコーナーブロック

笠木コーナーブロック

丸皿タッピンねじ（3種）φ5×14

丸皿タッピンねじ
（3種）φ5×14

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

トラスタッピンねじ（3種）φ5×12

雨どいカバー

ナベテクス
ねじφ4×16

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置
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■取付け順序 ■取付け詳細

各面材に同梱の取付け説明書を
参照してください。

柱芯タイプ 柱建て式 屋根置き式

■根太掛けの取付け

■妻ばりの取付け

■柱固定ボルトの取付け

F前桁の取付け

Aブラケットへの
　コーキング材充てん
S妻ばりの取付け
D根太掛けの取付け

F前桁の取付け

筋かいの取付け

後付け用はりの
取付け

主柱（屋根置き式用）
と調整脚の取付け

柱固定金具
（屋根置き式用）
の取付け

H根太・端部用根太の取付け
G後付け用はりの取付け（柱芯タイプ・柱建て式の場合）

L笠木・格子パネルの取付け

:手すりの取付け

縦格子の場合 その他面材の場合

Jデッキボードの取付け

K壁付け柱・間柱の取付け

根太掛け 根太掛け

根太

壁付け柱

手すり

笠木

デッキボード

後付け用はり

スペーサーブロック
（7.5mm用）

アンカー棒

妻ばり

スペーサーブロック
（7.5mm用）

ブラケット

ブラケット

妻ばり

妻ばり

妻ばり

コーキング材

妻ばり

58

3
8
5
2
.5

桁受け金具
取付け位置刻印

間柱

妻ばり

後付け用はり

A部

■A部詳細図

■スペーサーブロックの取付け位置

■コーキング材の充てん

妻ばり止水キャップ

根太掛け

根太掛け

アンカー棒の取付け

柱の取付け

集水器の取付け

柱固定ブロックの
取付け

前桁

調整脚
筋かい

目地パッキン

ナベテクスねじφ4×16

ナベテクス
ねじφ4×16

桁受け金具

桁受け金具

スペーサーブロック
（側面用）

穴ふさぎシール（ボルト用）

六角ボルト
（セムス）
Ｍ8×20

妻ばり止水
キャップ

前桁

端部用根太

ブラケット

スペーサーブロック
（側面用）

格子パネル

柱固定
ブロック

屋根置き柱

柱

増し締め
キャップ

増し締めキャップ

ブラケット

コーキング材充てん

六角タッピンねじ
（1種）φ6×70

①目地パッキンをブラケットから取外します。
②ブラケットのボルト類の増し締めを必ず行ってください。
※ブラケット先端が5mm（0.5°）上向くように締付けてください。
③増し締めキャップを外壁と同面になるように切断してください。
④バックアップ材を増し締めキャップへ差込み、コーキング材を充てんしてください。
⑤外壁と同一面になるよう、コーキング材を全面に充てんしてください。
※シーリングをするときは、必ずプライマーを塗布し、一成分形変成シリコン系低モジュラスタイプのものをお使
いください。
⑥スペーサーブロック（7.5mm用／側面用）をブラケットへ張付けてください。

①妻ばりに桁受け金具を取付けます。
※取付け位置には刻印があります。
②ブラケットに妻ばりを差込み、固定し
てください。
③妻ばりの長穴部に穴ふさぎシール（ボル
ト部用）を張付けてください。
④妻ばりと躯体の接合部にコーキング材
を充てんしてください。

Aブラケットへのコーキング材充てん

S妻ばりの取付け

①根太掛けを妻ばり止水キャップにのせ
て固定してください。

※下穴（φ4.3）にコーキング材を充てん
してください。
②妻ばりおよび躯体との接合部にコーキ
ング材を充てんしてください。

D根太掛けの取付け

コーキング材

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

　雨どいの取付け11

　連結タイプの取付け12

注　意!
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■桁受け金具への取付け
 （B部詳細図）

■前桁、妻ばり接合部のシーリング

【仮固定時】 【本固定時】

【前桁部】
■根太の取付け詳細図

【根太掛け部】

【前桁部】

■端部用根太の取付け詳細図

■端部用根太へのデッキ材水密材取付け位置

■後付け用はりへの部品の取付け

【根太掛け部】

前桁

後付け用はり

六角ボルトＭ6×14

根太掛け

根太掛け

根太

ナットＭ6用

平ワッシャーＭ6用

根太取付け
位置刻印

後付け用はり固定金具

六角ボルト（セムス）
M8×16
※仮固定してください。

前桁

妻ばり

前桁

根太

皿テクスねじ
φ4×13

妻ばりエンド
キャップ

妻ばり

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×12

六角ボルト
Ｍ6×14

六角ボルト
Ｍ6×14

後付け用はり

妻ばり

デッキ材水密材

端部用根太

桁取付け金具

桁取付け金具

桁受け金具

桁取付け金具

躯体側

B部

妻ばり

桁コーナー金具

前桁

桁受け金具

六角ボルト（セムス）M8×16

ナベテクスねじφ4×16

コーキング材

六角ボルト（セムス）
Ｍ8×16

根太掛け

六角ボルトＭ6×14
妻ばり

端部用根太

ナベテクスねじφ4×16

デッキ材水密材

①桁コーナー金具を前桁に取付けます。
②妻ばりの桁受け金具に前桁をのせます。
③妻ばりと前桁（桁コーナー金具）を固定
します。

④妻ばりと前桁の接合部にコーキング材を
充てんしてください。

⑤妻ばりに妻ばりエンドキャップを取付け
てください。

①後付け用はり固定金具を取付けます。
②桁取付け金具を仮固定します。
③後付け用はりを前桁と根太掛けにセットします。
④桁取付け金具を桁へ固定後、仮固定していたボ
ルトを本固定してください。

F前桁の取付け G後付け用はりの取付け

①根太を前桁と根太掛けに仮固定します。
※根太の取付け位置は前桁の刻印に合わせてください。
②根太掛けに、直角になるように根太を固定します。
③デッキ材水密材を端部用根太に張付けます。
④端部用根太を前桁と根太掛けに仮固定します。
⑤妻ばりに固定した後、仮固定していたナットを本固定してください。
⑥端部根太カバーを前桁に固定します。

H根太・端部用根太の取付け

妻ばり

前桁

端部用根太

ナベテクスねじ
φ4×16

デッキ材水密材

端部根太カバー

皿テクスねじφ4×13

ナットＭ6用
平ワッシャーＭ6用

ナットＭ6用
平ワッシャーＭ6用

ナットＭ6用

平ワッシャーＭ6用

ナットＭ6用

平ワッシャーＭ6用

後付け用はり

注　意!
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躯体側

躯体側

躯体側

正面

躯体側

前　側

■デッキ材端部キャップ
　取付け詳細図

■端部用根太（端部用根太連結用）
　およびデッキボード取付け詳細図

■出幅切詰め時の対応方法

中間用デッキ材

中間用デッキ材

中間用デッキ材

10mm以上残して切断します

切断面

スターター用
デッキ材

デッキ材カバー

デッキ材端部キャップ

デッキ材端部キャップ

接着材塗布個所

デッキボード

調整幅

53

Azナベテクスねじ
φ4×16

妻ばり

妻笠木

上下胴縁

刻印

壁付け柱

格子（側面用）

雨どいカバー

笠木

手すりアーム

格子（前面用）

ナベテクスねじφ4×16

格子（コーナー用）

スターター用デッキ材

デッキ材雨受け材

中間用デッキ材

前桁

妻ばり

根太

両面テープ

根太掛け

根太掛け

スターター用デッキ材

ナベテクスねじ
φ4×16

●デッキボードを敷込むときは、調整幅に
ある2カ所のＶ溝を目安に幅を調整してく
ださい。
※端よりのＶ溝線
を絶対に越さな
いでください。

①スターター用デッキ材の排水溝両端小口に、デッキ材端部キャップを
挿入します。
※デッキ材端部キャップには接着剤を塗ってください。
②デッキボードの向きに注意し、前後（前桁および根太掛け）へ押しつ
けるように、又、左右均等に取付けてください。

③デッキボードは、すべての端部と根太を必ず指定のねじで固定してく
ださい。
④デッキボード連結部の両端部と端部用根太（端部用根太連結用）に、
φ3.5の下穴をあけて、指定のねじで固定してください。

※ねじ止めは47mm±1mmにしてください。雨どいカバーがねじの頭
にあたって浮いてしまいます。
⑤雨どいカバーを端部用根太にセットしてください。

①デッキボードを下図にしたがって切断してください。
②デッキボード雨受け材に両面テープを張付けて、
デッキボードに取付けてください。

■壁付け柱の取付け
①壁付け柱を妻ばりの上にセットし、垂直を見て固定してください。
②妻笠木固定金具を壁付け柱の上にセットし、壁付け柱の穴に合
わせて固定してください。

※下穴（φ4.3）にコーキング材を充てんしてください。
③縦格子タイプの場合、壁付け柱アタッチメントを壁付け柱には
め込んでください。

■間柱の取付け
①桁に間柱固定金具を固定してください。
※縦格子以外の面材を使用する場合は、桁のポンチング位置にφ
4.5の下穴をあけ、間柱固定金具を取付けてください。

②間柱を間柱固定金具に差込み、固定してください。

Jデッキボードの取付け

①笠木に手すりアームを取付けます。
②手すりに手すりコーナーブロック、手すりキャップを取付け、
手すりと妻手すりを一体に組立てます。

③手すりを手すりアームにセットし、固定してください。

:手すりの取付け→構造説明図参照

K壁付け柱・間柱の取付け

■笠木の取付け→構造説明図参照
①笠木に笠木コーナーブロック、妻笠木キャップ、間柱固定
金具を取付け、笠木と妻笠木を一体に組立てます。
②笠木を間柱および壁付け柱に差込み、固定してください。

■格子パネル（縦格子）の取付け
①格子パネル（側面用）を組込みます。
②格子パネル（コーナー用）および（前面用）を組込みます。
③格子パネルを桁、妻ばりおよび笠木に固定してください。
※間口2間用の格子パネル（前面用）は2分割になっておりま
す。上下胴縁の矢印を突合わせて取付けてください。
※格子パネル（コーナー用）には左右があります。
　上下胴縁の矢印を格子パネル（側面用）側へ向けて取付け
てください。

L笠木・格子パネルの取付け

ロットNo.
表示位置

ロットNo.
表示位置

ナベタッピンねじ
（3種座付）
φ4×40

47±1
ナベタッピンねじ
（3種座付）φ4×40

デッキボード

端部用根太
（端部用根太連結用）

妻ばり

ナベタッピンねじ
（3種座付）
φ4×4045 トラスタッピンねじ

（3種）φ5×12

妻ばり間柱

壁付け柱アタッチメント

六角タッピンねじ 
（1種）φ6×70

妻笠木固定金具

前桁

間柱固定金具

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×16

壁付け
柱
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■笠木の加工（C部詳細図）

■接合部のシーリング

■前桁中間ばり接合部の
　シーリング

■中間ばりのシーリング

妻ばり

雨どいアタッチメント
中間ばり

ナベテクスねじ
φ4×13

ナベテクスねじ
φ4×16

ナベタッピンねじ
（3種）φ4×12

雨どいパッキン

端部用根太

前桁

手すり補強
スリーブ

笠木連結
ブロック

手すり連結
キャップ

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

控棒取付け台（笠木用）

笠木

手すり

コーキング材根太掛け
連結カバー

手すりアーム

前桁

中間ばり

丸皿タッピンねじ（3種）φ5×23

丸皿タッピン（3種）φ5×14

笠木穴φ6
2
0

15

間柱
固定金具

間柱

C部

丸皿タッピンねじ
（3種）φ5×12

丸皿タッピン
ねじ（3種）
φ5×14

【中間ばり部】【妻ばり部】

集水器（中間用）集水器（コーナー用）

前桁前桁

前桁

妻ばり

ブラケット
（中間用）

スペーサーブロック
（5mm用）スペーサー

ブロック
（5mm用）

デッキ材水密材

端部用根太（連結用）

ナベテクスねじφ4×13

ナベテクスねじ
φ4×16

六角ボルト（セムス）
Ｍ8×20

穴ふさぎシール
（ボルト部用）

ナベテクスねじφ4×13

中間ばり
エンドキャップ

雨どいでんでん

控棒

雨どいカバー

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×16

間柱補強金具

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×16

丸皿タッピンねじ
（3種）φ5×23

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×12

根太掛け

中間ばり

中間ばり

コーキング材

前桁

前桁

エルボ

エルボ

接着剤塗布

接着剤塗布

接着剤塗布
エルボ

根太掛け

前桁

丸木ねじφ3.8×45

縦どい

縦どい

桁受け金具

中間ばり

雨どいカバー

端部用根太（連結用）

根太掛け
連結カバー

雨どいカバー

集水器（コーナー用）

①端部用根太に雨どいアタッチメン
トをはめ込みます。

※雨どいアタッチメントにパッキン
を張付けてください。

②集水器を図のように妻ばり（中間ばり）
にセットし、固定してください。

③集水器（コーナー用・中間用）
に図のように雨どいを取付け
ます。

■床周りの取付け
①中間ばりに桁受け金具を取付けます。
※取付け位置には刻印があります。
②中間ばりをブラケットに差込み固定します。
※中間ばりと躯体の接合部にコーキング材を充て
んしてください。

③中間ばりの長穴に穴ふさぎシール（ボルト部用）
および（長穴用）を張付けてください。

④前桁を中間ばりに固定後、中間ばりエンドキャップ
を取付けます。

※前桁と中間ばりの接合部にコーキング材を充て
んしてください。

⑤端部用根太（連結用）にデッキ材水密材を張付け
ます。
⑥端部用根太（連結用）を中間ばりに寄せて、前桁
と根太掛けに仮固定します。
⑦根太掛け連結カバーを根太掛けの連結部にセッ
トしてください。

⑧端部用根太カバーを端部用根太にかぶせて固定
した後、仮固定していたナットを本固定してく
ださい。

※端部用根太カバーで、根太掛け連結カバーを押
さえてください。

⑨デッキボード取付け後、雨どいカバーをセット
してください。

⑩根太掛けと根太掛け連結カバーの接合部および
躯体との接合部にコーキング材を充てんしてく
ださい。

■手すり周り控棒の取付け
①桁に間柱補強金具を固定します。
②連結用間柱を間柱補強金具に差込み、固定してください。
③笠木の連結側端部に、左右ともφ6の穴をあけます。
④笠木に笠木連結ブロック、手すりアーム、間柱固定金具を
取付け、間柱に固定します。
⑤もう一方の笠木を笠木連結ブロックに差込み、固定します。
⑥手すり連結キャップを通した手すり補強スリーブを手すり
に挿入し、固定します。
⑦もう一方の手すりに手すり補強スリーブを差込み、固定し
ます。
⑧手すりと手すりアームを固定してください。
⑨控棒に控棒取付け台（笠木用）・（床用）を取付け、笠木およ
び中間ばりに固定してください。

雨どいの取付け

連結タイプの取付け

ロットNo.
表示位置

皿小ねじ 
M4×35

11

12

■端部用根太カバーの
　取付け詳細図

コーキング材

注　意!

注　意!

端部用根太
（連結用）

ナベテクスねじ
φ4×13

端部用 
根太カバー

中間ばり

控棒取付け台（床用）

端部用根太カバー
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中間ばり側

妻ばり側

■妻ばり躯体取付け金具の位置出し
　（D部詳細図）

【コーナー用】 【中間用】

六角タッピンねじ
（1種）φ6×70

主柱（柱建て式）
主柱（柱建て式）

主柱固定ブロック
（コーナー用）

主柱

主柱

ぐり石

300□

3
0
0
以
上

1
0
0

アンカー棒

▼G.L

※水抜き穴φ10を
　あけてください。

穴φ10

アンカー棒

主柱固定ブロック
（中間用）

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×16

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×16

根太掛け

■柱の取付け位置

〔単体〕

〔連結〕

■柱基礎の作り方

D部

穴ふさぎシール（長穴用）

穴ふさぎシール
（ボルト部用）

妻ばり

六角ボルト（セムス）M8×20

妻ばり躯体取付け金具

妻ばり躯体取付け金具

コーキング材

六角タッピンねじ
（1種）φ6×70

六角ボルトM8×14

六角ボルトM8×25

六角ボルト 
M8×14

前桁

中間ばり

六角ボルト
M8×25

ナベタッピンねじ（2種）
φ5×40（Ｇ＝5）

コーキング材

根太掛け

根太掛け

前桁

主柱固定ブロック（コーナー用）

主柱固定ブロック（中間用）

妻ばり止水キャップ

ナベタッピンねじ（2種）
φ5×40（Ｇ＝5）

中間ばり妻ばり

妻ばり

前桁

前桁 柱取付け位置 柱取付け位置

柱取付け位置 柱取付け位置

455（500） 455（500）

455（500） 455（500）

L L

L

①根太掛けのねじ止め位置に、
柱又は間柱などの構造材があ
ることを確認し、取付けてく
ださい。
※下穴（φ4.3）にコーキング材
を充てんしてください。
※水準器で水平を出してください。
②躯体との接合部にコーキング
材を充てんしてください。

●柱に主柱固定ブロックを取
付けます。

■屋根置き式のご注意
●サッシ水切り先端から20mm
以上下げて根太掛けを取付け
てください。

●サッシ水切り先端から屋根ま
での距離を220mm以上とっ
てください。

根太掛けの取付け

柱固定ブロックの取付け
※柱固定ボルトは、桁を妻ばりに取付ける前に挿
入してください。

●ボルトを桁のボルトホールに挿入してください。
※ボルトは2種類あります。図の
手順で挿入してください。

柱固定ボルトの取付け

●現場で穴φ10をあけて、アンカー棒を差込みます。

●コンクリート（又はモルタル）に急結材を
絶対に使用しないでください。使用しま
すとアルミが腐食するおそれがあります。

●海砂はアルミが腐食するおそれがありま
すので、水洗いしたものをご使用ください。

アンカー棒の取付け

①妻ばり躯体取付け金具を根太掛けにD部の要領で位
置出しして、固定します。

※下穴（φ4.3）にコーキング材を充てんしてください。
②妻ばりを妻ばり躯体取付け金具に差込み、固定して
ください。
③妻ばりの長穴部に、穴ふさ
ぎシール（ボルト部用）お
よび（長穴用）を張付けて
ください。
④妻ばりと躯体の接合部およ
び根太掛けと妻ばりの接合
部にコーキング材を充てん
してください。

妻ばりの取付け

●柱の取付け位置を確認し、図の要領で取付けてください。

柱の取付け

※はりの位置に合わせてください。
※（　）内寸法はメーターモジュール。

1
0
0
m
m
以
上

主柱
（柱建て式・コーナー用）

主柱
（柱建て式・中間用）

六角ボルト（セムス）
M8×16

火打ち

袋ナットＭ8用

平ワッシャーＭ8用
スプリング
ワッシャーＭ8用

トラスタッピンねじ
（3種）φ5×16

ロットNo.
表示位置

※土など基礎に水がたまりやすい場合は、
基礎自体に水こう配をつけてください。

13 14

15 16

17 18

注　意!

サッシ水切り

根太掛け

2
2
0 1
0
8
2
0
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六角ボルト
（セムス）
Ｍ8×16 後付け用はり

■柱固定金具（屋根置き式用）取付け位置

■E部詳細図 ■F部詳細図

【仮固定時】

【本固定時】

■後付け用はりへの部品の取付け

後付け用はり

六角ボルト
Ｍ8×20

ナットＭ8用

ナットＭ8用

ナットＭ8用

ナットＭ8用

ナットＭ8用

後付け用はり六角ボルトＭ8×20

筋かい

平ワッシャーＭ8用

平ワッシャーＭ8用

平ワッシャーＭ8用

筋かい取付けアングル

平ワッシャーＭ8用

筋かい取付け
アングル

六角ボルトＭ6×14

根太掛け ナットＭ6用

平ワッシャーＭ6用

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×12

前桁

筋かい取付け
アングル

平ワッシャーＭ8用

後付け用はり固定金具

六角ボルトＭ8×20

F部

E部

束台受け

前桁

六角ボルトM8×20

前桁

調整脚

調整脚

束台

前桁 柱取付け位置

455（500） 455（500）

後付け用はり

妻ばり

桁取付け金具

桁
取付け金具

後付け用はり

調整脚

調整脚

束調整裏板

固定ボルト

ナベテクスねじ
φ4×16

ナベテクスねじ
φ4×16

六角ボルト
Ｍ8×20

柱固定金具
（屋根置き式用）

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×12

ナベタッピンねじ
（3種）φ5×12

※柱固定金具（屋根置き式用）は、前桁を妻ばり
に取付ける前に前桁へ取付けてください。

●取付け位置を確認し、図の要領で取付けてくだ
さい。

①後付け用はりと調整脚に筋かい取付けアングルを
仮固定します。
②筋かいに合わせて筋かい取付けアングルを固定し、
筋かいを取付けます。

筋かいの取付け
①後付け用はり固定金具を取付けます。
②桁取付け金具を仮固定します。
③ボルトホールにボルトを挿入してください。
※後付け用はりを前桁と根太掛けに取付ける前に
ボルトを挿入してください。

④後付け用はりを桁と根太掛けにセットします。
⑤桁取付け金具を桁へ固定後、仮固定していたボ
ルトを本固定してください。

⑥根太掛けと後付け用はりを固定してください。

後付け用はりの取付け

①調整脚に束台受けを取付けます。
②調整脚に柱固定ボルトおよび束調整裏板を入れておきます。調整脚をス
ライドして高さを決め、仮止めします。

③主柱を柱固定金具（屋根置き式用）に取付けます。
④前桁、妻ばりの水平を出した後、柱固定ボルトのナットを本締めします。
⑤主柱と調整脚を固定します。

※（　）内寸法はメーターモジュール。

柱固定金具（屋根置き式用）の取付け

集水器の取付け 主柱（屋根置き式）と調整脚の取付け

集水器
（柱建て式・中間用）

前桁 中間ばり

①集水器（柱建て式・中間用）
を中間ばりに取付けます。
※主柱固定ブロックの排水部
品に合わせて集水器を取付
けてください。

ナベテクスねじ
φ4×16

ナベテクスねじ
φ4×16

前桁
中間ばり

柱

排水部品

集水器
（柱建て式・中間用）

ロットNo.
表示位置

19

20

22 23

21

柱固定金具（屋根置き式用）

主柱（屋根置き式）
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■姿図

■納まり図

●1.0間

●1.5間

●2.0間

●連結タイプ　2.5間

■縦断面図

Ｆ.Ｌ.

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

〔1000〕
〈955〉
（955）
910

5035

2810
9

45

40

〈1910〉、〔2000〕
L＝1820、（2035）

40

93
8

20
0

13
20

11
30
～
11
42

35 D

Ｄ＝1785（6尺）
Ｄ＝1485（5尺）
Ｄ＝1185（4尺）
Ｄ＝885（3尺）
Ｄ＝585（2尺）

Ｆ.Ｌ.

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

〔2000〕
〈1910〉
（1910）
1820

5035

40

〈2865〉、〔3000〕
L＝2730、（2990）

11
30
～
11
42

40

2810
9

45
93
8

20
0

13
20

〔3000〕
〈2865〉
（2865）
2730

Ｆ.Ｌ.

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

5035

〈3820〉、〔4000〕
L＝3640、（3945）

11
30
～
11
42

40 40

10
9

45
28

93
8

20
0

13
20

〔1000〕
〈955〉
（955）
910

〔2000〕
〈1910〉
（1910）
1820

〔1000〕
〈955〉
（1080）
910

Ｆ.Ｌ.

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

〔500〕
〈477.5〉
（540）
455

5035

40

〈1910〉、〔2000〕
L＝1820、（2035）

11
30
～
11
42

40

〈2865〉、〔3000〕
L＝2730、（2990）

L＝4550、（5025）、〈4775〉、〔5000〕

10
9

45
28

93
8

20
0

13
20

〔　〕内寸法はメ－タ－モジュ－ル
〈　〉内寸法は九州・四国間
（　）内寸法は関西間

50

2410924
20

1015.5

2070

157

21
.5

20

30

2541

30
.5

60

10

10

5

36
20

20

85 85

315

φ453535
70

42
55

30
.5

10
0

17
22

17

5

28
10
9

45
93
8

18
0

20
H
＝
11
30
～
11
42

25

17

11
2

60
30

17

30
90200

25

10
0

10
8.
5

8
18 45

50

6

3045
175

6
281914

2
20

5561565
D＝585（2尺）、885（3尺）、1185（4尺）、1485（5尺）、1785（6尺）80

90
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■横断面図

■平面図

■横断面図（連結タイプ）

Ｌ＝関東間　1820、2730、3640
　　関西間　2035、2990、3945
　　九州・四国間　1910、2865、3820
　　メーター　2000、3000、4000

85
65

50 25

H
＝
11
30
～
11
42

20
18
0

93
8

45
10
9

28
10
0

70
40 30

55
30

22

20 1

関東間　455
関西間　540
九州・四国間　477.5
メーター　500

85
65

5025

20
18
0

60
30
.5

20

関東間　455
関西間　455
九州・四国間　455
メーター　500

17
45

50
18
8

30

5
10 2.5

17

20
15

78

60
30

30 30
15 15

6.5

30

1

15 30
50

30

155

75

30
.5

φ45
70

42

100

35
43

10

48

75

23

25
57.5

関東間　455
関西間　455
九州・四国間　455
メーター　500

10.510.5

20

17
2828
.5
2.
5

57
.5

20

10

57.52.5

35
43

245030

40

関東間　1820、2730、3640
関西間　2035、2990、3945
九州・四国間　1910、2865、3820
メーター　2000、3000、4000

40

48
100
140

48
100
140

20

2520

30
15

703040

12 2
0

7
24

10
9

24
30

35
D
＝
58
5（
2尺
）
、
88
5（
3尺
）
、
11
85
（
4尺
）
、
 1
48
5（
5尺
）
、
17
85
（
6尺
）

2

1
L＝関東間　1820、2730、3640 
　　関西間　2035、2990、3945 
　　九州・四国間　1910、2865、3820 
　　メーター　2000、3000、4000

L＝関東間　1820、2730、3640 
　　関西間　2035、2990、3945 
　　九州・四国間　1910、2865、3820 
　　メーター　2000、3000、4000

50 50

30
.5

60

20

40

20170 70

15
φ453040

6.5

70

11

50

10

2020 32
300

52
82
110

φ25

φ45

1530

6070

22
15
8

17

1 20

22
30
42

55

φ45

18
0

20

25 50
75

65
85

3015

70

20

22
30
42

55

30
.5

60
28

10
9

45
92
6

18
0

20
H
＝
11
30
～
11
42 2550

75

65
85

6.5

15 30
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。

■縦断面図（連結タイプ）

■断面図（柱建て式）

■断面図（屋根置き式）

関東、関西、九州・四国間：455
　メ－タ－：500（MIN：190） 250

20
25

20
25

5520
5

37
20
（
44
00
）

L L

A

A－A断面図

10
8.
5
10
0

25
40

25

20
25

20
12

79
4

75
25
20 10 20

30
15

25

40
25

30

40
25

30

20

15
0

25
15

40

M
A
X
 5
00

15
0

18
0

17
20

Ｄ＝2尺585、3尺885、4尺1185

180
150
80

180
150
80

90
φ45

34

35
70

35

37

24

30

70

A

5066
.8
70
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